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平成２９年度島根県教育関係予算について 
 厳しい島根県の財政状況下ですが、島根県は平成27年10月「島根県人口ビジョン」に示された島根県の現状と将来展

望を踏まえて、今後5カ年(平成27～31年）の目標や施策の基本的方向を示すものとして、「島根県総合戦略」を策定して

います。島根県の当初予算は、「総合戦略」に基づく地方創生･人口減少対策を一層進めるための予算として編成され

ています。教育関係予算もこの総合戦略に基づき編成されています。 

 平成29年度教育関係予算案においては、「中山間地域･離島の市町村が取り組むふるさと教育・キャリア教育の充実

など、小中学校の魅力的な教育環境づくりの支援」が新規事業として行われことになりました。このほかの事業として

「小･中学校少人数学級編制」「児童･生徒へのサポート事業」などが昨年度並みに維持されたことは、島教協の要望活

動の大きな成果です。        （主な施策を一部抜粋しました。本文は島根県のホームページをご覧ください。） 

○小・中学校少人数学級編制 

 ①小学校１・２年生 

    小学校１・２年生の児童数が31人以上の学校について、学校の実態等を踏まえ30人学級編制又はスクールサポート 

   事業（非常勤講師配置）を実施       平成29年度予定  30人学級編制 63人  スクールサポート事業 33人 

 ②小学校３年生～中学校３年生 

    多様な児童生徒に対するきめ細かな教育指導を充実するため、小学校3年生から中学校3年生まで35人学級編制を  

   実施                       平成29年度予定  127人   

○児童・生徒へのサポート事業 

 ①中学校クラスサポート事業          平成29年度予定 34人 

    不登校や問題行動が急増する中学校1年生を対象に、学習面・生活指導面からきめ細かい支援を行うため、必要性 

   の高い大規模校に非常勤講師を配置    

 ②特別な支援のための非常勤講師配置事業（にこにこサポート事業）   平成29年度予定 120人 

   ・通常の学級にＬＤ、ＡＤＨＤなど特別な支援を要する児童が在籍し、特に対応が困難な小学校を対象に非常勤講師を 

   配置                        

   ・児童生徒の障がいの多様性や突発的な行動にきめ細かに対応するため、小・中学校の特別支援学級のうち多人数 

   の学級に非常勤講師を配置         

 ③学びの場を支える非常勤講師配置事業（学びいきいきサポート事業）  平成29年度予定 30人 

    自学教室等を設置して個別に指導を行う必要のある中学校に非常勤講師を配置                               

○悩みの相談・不登校対策事業 

  深刻化するいじめ、暴力行為、不登校等の課題に対し、未然防止や早期発見・改善を推進 

 ①生徒指導体制充実強化事業 

   ・児童生徒の心の状態を客観的に把握するアンケートＱＵをいじめの未然防止、早期発見等に活用 

      ［小中学校］ 小学校3年生から中学校3年生対象、市町村へ実施経費の1/2を助成 

   ・弁護士、臨床心理士等の外部人材をアドバイザーとして学校等に派遣 

  ②悩みの相談事業 

   ・スクールカウンセラー配置   ・子どもと親の相談員配置   ・スクールソーシャルワーカー活用 

   ・教育相談員の配置 

○帰国・外国人児童生徒等教育の推進支援事業 

   日本語指導が必要な児童生徒への支援 

 ①帰国・外国人児童生徒に対し日本語指導を実施する市町村を支援   平成29年度  出雲市 

 ②日本語指導が必要な学校に教員を加配     平成29年度配置予定  小学校5校：8人  中学校2校：4人 

○子ども読書活動推進事業 

 １ 学校図書館の充実と活性化を図るとともに、図書館を活用した教育を推進 

 ①小中学校 

   ・学校司書等配置事業    小中学校の学校司書の配置の充実に取り組む市町村を交付金で支援 

 ④県立図書館 

   ・学校図書館の運営を支援するための司書教諭の配置 (新規）  

○インクルーシブ教育システム構築事業   (新規） 

 ③特別支援教育支援専任教員の配置 

    小中学校教員に対する学級経営や学習指導に関する相談支援体制を構築            （裏面へ続く）  



 

島教協相互援助規定のご紹介 
 

 ①結婚祝金の給付  ５，０００円 

 ②出産祝金の給付  ５，０００円 

 ③永年勤続祝金の給付５，０００円 

 ④病気見舞金の給付 ５，０００円 

   (傷病約１ヶ月の療養) 

 ⑤災害見舞金の給付 

 （住宅又は家財の損害を受けたとき 

          程度に応じて） 

 ⑥死亡弔慰金 

   （会員・会員配偶者死亡） 
 上記の規定に該当するときは、 

 ご本人または学校代表は、 

 事務局まで連絡をお願いします。 

  電話０８５３ー２２－７７６２ 

島教協会員証特典のご紹介 

 
 「T・ジョイ出雲」（ゆめタウン 

 出雲東館3階）劇場売店にて島教 

 協会員証を提示すると 

 

  売店人気ナンバー１の 

   ポップコーンセット 

     （通常７５０円）を 

   ワンコイン（500円）で 

         購入できます！ 

 

 ぜひ、 

  劇場売店へお立ち寄りください。 

  同伴者も同様の対応ができます。 
 

島  教  協  平成２９年度役員選挙告示  

 島根県教職員協議会規約第４章第17条に基づく役員選挙規定に従って、平成２９年度役員選挙

に関し、下記のとおり告示します。（選挙管理委員長） 

□島教協役員選挙告示  ３月15日(水) 

□立候補届け出締切   ４月 3日(月) 

□公示            ４月 3日(月) 

□投票            ４月20日(木) 

□開票            ４月21日(金) 

■選挙により選出される役員は、次の通りとする。 

 （規約第15条に基づく） 

 会長（１名）、 副会長（若干名） 

 事務局長（１名）、事務局次長（若干名） 

 執行委員（若干名）、 監査委員（２名） 

■立候補する会員は、立候補届に、立候補者を推薦しようとするときは、所定の用紙に定められ 

た事項を記入し、選挙日10日前にまでに選挙管理委員会（事務局）に提出して下さい。（用紙は

事務局内にあります） 

 なお、立候補者がその役員の定数を超えないときには、信任投票を行います。 

 選挙管理委員会は事務局内に設置します。（役員選挙規定に基づく） 

○学力育成推進事業 

   児童生徒の基礎的知識・技能の定着や活用力の伸長を図るため、市町村と連携し、学力の実態把握や授業の質の向 

 上など、学力育成の取組を推進 

 ①学力の定着状況の把握 

   ・小学校3年生～中学校2年生の全児童生徒を対象に学力調査を実施 

 ②次期学習指導要領に向けた取組 (新規） 

 ③授業の質の向上 

   ・指定校による算数授業改善の推進と成果の普及  

   ・学習プリント配信システムの活用 

○学校部活動へのふるさと人材活用事業 

   中学校・高校部活動を指導する教職員が学校内にいない場合などに、地域の指導者を派遣 

 ①運動部活動地域指導者派遣事業      派遣指導者数  ３５７名程度 

 ②ふるさとティーチャー派遣事業（文化部）  派遣指導者数  １００名程度 

○教育魅力化支援事業 

 ①ふるさと教育推進事業 

    小中学校が取り組む地域の「ひと・もの・こと」を活用したふるさと教育の活動費を市町村に交付 

 ②中山間地域・離島の教育魅力化支援事業 （新規）  （事業期間H29～31） 

    中山間地域･離島において、高校魅力化と一体的･系統的に小中学校等の教育の魅力化に取り組む市町村を支援 


